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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
守
本研究では､岡山大学病院泌尿器科で 1994年から2007年の 14年間に尿
路感染症患者より分離 された大腸菌 828株を用いて､そのフ/lL,オロキノロン (FQ)
に対する耐性化を解析 したものである｡828抹中89株がFQ非感受性菌であった
が､これ らは複雑性尿路感染症患者から高率に分離 されていることを認めると共に､
菌のバイオフィルム形成能とⅡ型 トポイソメラーゼのア ミノ酸残基の置換を解析す
ることにより､前者は菌の耐性化に関与 していないが､後者は､特に DNAgyrase
の83番 と87番､topoisomeraseⅣの80番 と84番のアミノ酸残基の置換が密
接に関与 していることを認めた｡
よって､本研究は価値ある業績であり､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資
格があると認める｡
